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流　通　か　ら　み　た　岩　手　県　産　大　豆

河　野　敏　明

（東北農試）

1　ま　え　が　さ

我国の最近の大豆需給構造をみると．総供給量約166

万トンのうち．国産大豆は17万トン（1（12節）で

あわ．その地位はますます低下する傾向にある．（第

1表参照）とのような情勢の中で．国産大豆が商品と

してどのような性格を有するか女王として流通面から

明らかにし．大豆の生産構造の改善に資しようとする

のが本研究の巨的である．そのため．調査地として岩

手県北畑作地帯（二戸郡．九戸郡．岩手郡）を選定し．

聴取調査を中心に，流通及び需要の実態を明らかにし

ようとした．また．消費地については，全版達，穀物

商品取引所■問屋一商社・実需者及び同団体等につh

ても聴取調査を実施し．需要事情を調査した．以下は

調査結果の要約である．

2　大　豆　の　需　給　実　態

大豆需給の最近数年間の動きをみると．（第1表参

照）先ず供給については．昭和35年度の総供給量

第1表　　　　大豆の需給実績

1487万トンのうち．国産大豆は2L5万トン（153

宙）．輸入大豆は1192万トン（847節）という構

成になっている．これが昭和岳8年慶には．国産169

万トン（102節）．輸入1489万トン（898声）

に変化する。このように．国産大豆が供給量中に．占め

る割合は．年々減少して．現在はわずか1割を占めてい

るに過ぎない．

他方，需要面をみると．その国産，輸入の割合は供給

のそれと併行しているが．需要内訳をみると興味ある事

実を発見する．すなわち．国産大豆の199万トン（昭

35）から156万トン（昭38）への減少にともなっ

て，輸入大豆食用消費は261万トン（昭35）から

318万トン（昭38）へ増加している．そして．国

産と輸入食用を加えた食用合計が460万トン（昭35）

～474万トン（昭和38）と．ほほコンスタントを水

準を保っていることである．これは，国産大豆の供給不

足宙を輸入大豆で補っていることを物舞っているであろ

う．

（千トン）

3　5 3　6 3　7 3　8

国　 産　　 輸　 入 国　 産　　 輸　 入 国　 産　　 輸　 入 国　 産　　 輸　 入

供

給

期　初　 在 庫 15　　　　　 111 16　　　　　　 92 11　　　 91 13　　　　　　 109
国産出廻 カ 200 178 166 156
輸　　　　 入 LO81 1，2 6 8　　 1176 1284 1380
計 215　　　 1，192 144　　　 1，375 177　 1，375 169　　　　 1，489

依 存 廉　価） 15 3　　　　　 84．7 133　　　　　 86 7 114　　　 88，6 102　　　　　　 8 88

需

要

消　　　　 費 199　　　 1，1叫） 18．3　　　 1，177 164　 1，266 156　　　　 1，360
†謡食芸 ‡…；； l …；… （；…≡ 局 ：；

食　用　合　計 460 475 470 474
期　末　 在 庫 16　　　　　　 92 11　　　　　　 9 1 13　　　 109 13　　　　　 129

（荘）1．食撞庁油脂妹「最近の油脂事情（基礎資料）」（昭3a8）
2　昭和38年度は計画の数字である．

a　依存度は国産．輸入の合計に対する国産または輸入の構成比

4　食用合計は．国産大豆の全量と輸入大豆中食用のものとの合計
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界 ∠衣　 六五 ・六 豆粕 の 用途別 消 費突 績　　　　　　 （千 トンノ

3 6　　　　　　　　　　　 3 7
3　8

大　　 豆 脱脂大豆 大　 豆

9683

脱脂大豆 大　　 豆 脱脂大豆
製　 油　 用　味　　 噌 885 0

10 4 2 3 1

食

品

用

醤　　　　　　 油
118 7

1 7 7

26 0

15 1 0

11 65

．152

2 1 0

1 4 80

1 1 7 6

la 3

2 1．0

148 0
豆　 腐　 油　 揚集

271 1 3 80

68 0

30 0

2 69 7 ∃ 。G。

42 0

58 0

2 9 10

2 7 2 2 38 0

68 0

25 8 0

凍　　 豆　 腐
242 2 71 26 4

納　　　　　 豆集 2a 7 26 1 26 3
黄　 粉集

M S G

そ の 他

54

18 0

6 0

18 0

6 1

18 0

47 3 9
計 478 8 2 97 0 4 78 6

化 学 工 美 用

飼 肥 料 用

　計

120

3 6 6 0

3 780

1 10

43 10

44 2 0

18 0

53 8 0

54 8 0

A　　　　　 計 1355 8 6 7昆0 14 3 8 9 73 3 0 1 5 16 2 7 99 0

（注）食糧庁油脂鉄「最近の油脂事情（基礎資料）」（昭388）

この消費の用途別内訳を昭和38年度についてみる

と．（第2表参照）大豆の数量の多いものとしては．

豆腐・油揚272万トン．味噌118万トン．凍豆腐

26万トン・納豆26万トン．醤油15万トンなどと

なっている・そして．これらのうち，輸入大豆の占め

る割合は・豆腐・油揚6－7割．味吋8割，凍豆乳

黄粉9割となっておれ納豆だけがまだ国産割合が大

きい・このように，輸入大豆は．食用大豆のあらゆる

分野に進出してきている．

3　岩手県産大玉の地位と特賞

国産大豆の総供給量19万トン（昭36）の内訳を

産地別にみると・（第3表参照）北海道が97万トン

（586カ）東北がa7万トン（194努）で．両地

区で7割を占めている．この数字から明らかをように，

国産大豆は大部分が北海道と東北から供給されている．

そのうち・岩手県産大豆は約1万トンで．全国供給量
の5男を占めている．

この上うに．国産大豆の供給地として東北は北海道

に次ぐ地位を占め．その東北で岩手は主要を大豆生産

県である．しかし，その供給基盤を2．3の指標でみ

ると■岩手県産大豆は．1戸当作付面積22反（全国

88反．北海道51反）．反収132む（全国134

句．北海道179句）．商品化率284≠（全国49

4申．北海道894霹）であって．一首にしていえば

零細生産・零細供給という特徴を有している．

第3表　東北（岩手）産大豆の地位

全　 国 北 海 道 東　 北 岩　 手

作 付 面積（10 可 ：あ．910 6．3 10 8 4 17 2 ．即

（雷） （100 ） （乙．8 ） （塾．1） 申．6）

反収 （り／1飴） 1割 179 1封 132

収 穫量　 （t ） 髄 ．弧 1（追．卸 1喝 副 範 卸

（雷） （1（氾）） （2臥0 ） （2臥1） 簿．5 ）

商 品化 率 （≠） 4 9 4 紗．4 34．2 2 9．4

商 品化 量 （t ） 191 ．1：9 鋸．m 3 7．172 9 ．673

（節） （1㈹）I 6 0．6 ） （19．4） （5．1 ）

l P 当耕 作

面　 積灰 ）
0．8 5．1 1．5 （2．2 ）

（江）1農林省「農林省統計表」（昭36）

2　作付面積，収穫量共に乾瞼子実を示す．

a　商品化量は「収穫量」に「商品化率」を乗

じて簑出した．

その結果，岩手県産大豆は．品種・粒大・乾燥・そ

の他規格面でバライエティに富み1これらが．流通．

価格形成．需要の面で不利益をまねいてhる．そして

岩手県産大豆流通のうち．6－7割が集荷業者によっ

てとわあっかわれているが，その集荷は農家の資金不

足を基礎にした肥料・その他の軽骨責材の前貸制度を

通じて行なわれている．農家は．買上価格面で不利な
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1：・・二ぺに‾上たされているのである．これらが典荷され．

山草■された場′H　も・いても．規情動のまずさがわざわ

いして．拾付けを低Fjせ．低価格取引きを余儀なくされ

れている均分が多い．

墨に需失血からみると．最近における食品加工工業

しっ大根佗化に伴なって．需要瀞ま原料大豆の品質亜守副生を

強く婁求する傾向がある．このような趨勢からみると．

大日この規枯面でパライエティを有する岩手県産大豆は．

単に価梢形成や流通面の不利益だけでなく．需要その

ものが低下する危険性にさらされているといえるであ

ろう．

もっとも．最近にかいては・品種などについては統

一の努力がなされつつある．特に白目系統の山白玉．

農林4号等が奨励されている．そのほか．共同防除と

か，粒選機設置をど打より．極力規格と品質の統一が

なされつつある．しかし．このような努力も．2．3

の先進地域において努力されている段階で．必ずしも

大豆産地全般についてはまだそういえをい．したがっ

て．なか一層．品種統一と規格統一については．その

徹底と指導が必要であろう．

なお・山白玉・農林4号については，茶目系統に比

して平均500－800円栢度の高値で取引きされてい

る．これは白味唱原料として需要が存在するのであ

って，最近にかける高級味噌需要の伸びに対する味噌

醸造業者間の原料確保競争に原因がある．したがって．

今後の品種選択においては，以上のような趨勢から判

断して，山白玉・農林4号などのような特殊大豆を選

択する方向が望ましいであろう．

ち食み搾．岩手県蓉大豆の出荷先とその趨勢を示せ

ば第4表の通力である．遠隔地の割合が減少して，関

東の割合が多くなっているのは．茶目系統の減少と併

行して，白目系統が白味鳴原料として関東で

第4表　　　岩手大豆の出荷地域別数量

鰐　 2 7 昭　 3 0 昭　 3 4 昭　 3 7

t 第 t 雷 t 雷 t 努

青　　　　 森 4 9 8 6 1 1 0 1 3 5 0 6 4 9 2 44

5 7

4 9

1 1

石　　　　 手 3 29 4 1 2 9 1 ま4 a O7 6 298

秋　　　　 田 10 9 L3 1 25 14 5 0 1 4 8

栃　　　　 木 15 5 19 9 7 1 1 5 8 9 5 7 32 9 66

千　　　　 葉 3 14 3 9 3 8 9 45 7 5 6 73 16 1 a2

東　　　　 風 15 3 1 19 1 128 8 14 9 い 5 5 lL 2 1 7 16 3 44

新　　　　 潟 10 0 1 25 8 3 3 12 a 8 2 6 1 5 2

長　　　　 野 1，7 1 7 21．4 L14 8 la 3 4 1 1 40 4 4 5 8 9

愛　　　　 知 6 24 7 8 Z 42 e 28 0 10 4 0 10 1 4 28 8 6

大　　　　 阪 58 3 7 3 5 18 6 0 2 63 25 4 3 0 8 6

神　　 奈　 川 1 40 L 7 6 5 8 7 2 7 6 2 7 6 3 13

そ　　 の　 他 Z 4 7 2 388 Z 17 2 25 1 1 3 68 13 2 8 6 1 17 2

ヨ† 邑03 3 100 8 64 8 1 00 1q 33 3 10 0 4 99 5 10 0

需要が大きいことと照応している．

4　岩手県薩大豆の今後の課題

以上・大豆の需給実態と岩手原産大豆の特徴をかい

つまんで考察した．そして．国産大豆の地位の低下に

かかわらず大豆生産を進展させるには．一方において

品質面における国産大豆の特質を生かしながら．他方

で商品としての価値を高めることが必要になってくる．

すなわち．規格の統一などによって，近代工業生産原

料としての均質性を確保する努力が必要であろう．こ

のような意味で，今後・岩手県大豆．ないし府県産大

豆が留意しなければならない点を流通需要面から指摘

すれば次のようなことが考えられるであろう．

1　多数品種の整理と統一：栽培品種数を主産地に

ついては数品種忙しほれ　それぞれの品種が銘柄を形

成するような数量を確保する必要がある．この点につ

いてはしばしば指摘されていることであるが．更に強

調される必要があろう．

之　粒大・乾燥・そeI他規格面の統一：これは．1．

と関連する問題である．このうち．粒大については粒

遠駿の設置などによカ．かをカ改善されている．しか

し．乾燥の面ではなお改善すべき点が多レ．

ま　流通機構の合理化：ここではあまカふれなかっ

たが，大豆の流通は．農家の零細経営と資金不足を基

礎に，かなカ古い形の取引が行なわれてかれ改善す

べき点が多い．特に．全流通量の6～7割を集荷業者

がとわあっかい，農協系統が2－3割を取扱っている

ことは，農協の集荷面に欠陥があることを示している．

それを改善するには．農業経営の実情にマッチした代

金支払方法の改善とサービス向上に努力する必要があ
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りんご園の暗渠排水効果に関する研究

オ1搾　排水不良カんと園の実態

相馬盛雄・中村幸夫．成田春蔵

（青森県カんと試）

1　ま　え　が　さ

青森県西臥　とくに津脛地方カんと園では地下水面

が苦しく高く・排郡が悪く．これが直接■間接わんと

生産の阻害要因となっている場合が多い．例えば消雪

の遅れにともなう開花・生育のおくれ．懐線化導入の

困難性・そこリア病の多発．果実品質の低下などであ

る・少んと園の土壌調査のだ果これに該当する園地が

ほほ島000haであることが確認されている．ここ

でいう排水不良地とはカんこの年育期間とくに春秋捗

に地下水面が著しく畜まわ．表層下1m以内に青灰色

の明らかをクライ屑が出現し・α，α′dlpyidylの

10射酢酸溶液による徴紅色の反応が認められるもの

である・このような排水不良りんと園の実態とくに士

凛断面からみた排水不良要因について調査結果を報告

する．

2　訴査法ならびに測定法

排水不良わんと園の分布：昭和32年度よ力行をっ

てhるわんと園土壌調査結果控主としてポ＿リング調

査を加味して調査した・土壌調査法は土壌断面調査法

三二品‡三芸去rぞ】誓警芸芸≡ま左芸志芸芸芸芸
屈）などによった．

排水不良少んと園4園．排水良好わんと囲4園を選

び深さ120招，巾80蝕の試杭を行なhl Oe茄刻み

に採士した・土色はマンセルの黄色法を採用して作ら

れた標準土色帖の笹相75YRにあてはめた．土壌の

透水係数は10細ごとに100cc実容積測定管に採

取した現地土盛を飽水状態にした乱そのまま走水位

透水測定差麿で透過する水量を判定し．次式によ少透

水係故を算出した．

透水係数Ⅹ三ql／Aht

但Lqは流星，　1は試料の長さ

Aは断面横　　　hは水位差

tは時間（60C）

第1図　　青森県西部（津軽地方）にふける

排水不良わんと園の分布

3　調査結果ならびに考察

青森県カんと園25．000ha中約70節は青森県西

部ナをわち津軽地方に分布している．このうち排水不

良わんと園を区別すれば第1回のとお少である．

排水不良地はほぼ5000ha周示することができ．

地形的に2．3の特徴ある地域に分けることができた．

仙岩木山麓を中心とした洪積台地上の平坦地で表層は

黒色火山灰土壌であるが下層にち密左堰質士の存在す

る地帯　吻岩木川の中流から下流にかけての水田に留

まれた低地わんと園で，白魚地下水位の高い地帯．

（3）局部的にみられ、傾斜地の下方あるhは凹地など壬

として押水による排水不良地帯．などである．この中

で暗渠排水の事例等本調査と関連するものは（1匹該当

する地帯である．

洪積台地上の排水不良少んと歯の一般的な土壌断面

は第1表のとお少で表届は黒色火山灰土壌で乾しよう

且つ保水力が大である．漸移届を経て明度褐色の浮石


